
  標茶町議会第４回定例会 
一般質問通告一覧                                                 令和４年１２月１日 

№１ 

議

席 

氏

名 
件   名 質  問  内  容 

答弁を求

め る 者 
答弁内容 

９

番 

本

多

耕

平 

１．ふるさと納税持

続向上を目指す政策

を構築すべき 

・ふるさとを離れた方あるいは第２、第３のふるさとを求める方が標茶町の 

振興と発展を願い自らの一助として納税を寄付金として行っているものと

私は理解しています。少子高齢化、事業者の本町からの撤退、離農者の拡

大あるいは国の交付金の減税など様々な要因の中で本町財政が厳しいにも

関わらず町民理解のもと官民一体となり町の発展に努力されております。

佐藤町政も２期目に入り重点政策として５項目の主な政策があります。そ

の中で私は今回ふるさと納税のあり方について総括し、次年度からの持続

性を持った向上できる政策を構築することこそ受け身のまちづくりから躍

動的な攻めの行政、まちづくりの要になることを確信し次の点について町

長の所見を伺う。 

  ①過去５年の年度ごとの寄付金はいくらか。 

  ②本町の返礼品は何種類か。 

  ③返礼品のベスト５は何か。 

  ④令和３年度各月ごとの寄付件数。 

  ⑤返礼品事業者との細やかな打ち合わせ会議を開催しているか。 

  ⑥ペットフード向け肉事業者が本町から撤退した理由は何か。 

町 長 

 

10 

番 

黒

沼

俊

幸 

１．二本松橋の竣工

時期とカヌーの発着

場について 

 

・塘路とコッタロ展望台をつなぐ釧路川にかかる二本松橋は完成に近い様子 

だが一般車両が通行可能な時期はいつになるのか。橋が開通すると鶴居村

方面から観光の流れが増えると予想され、主要な観光の柱であるカヌーを

楽しむ人がこの橋を訪れると思うが、現在の二本松付近のカヌー発着場の

利用はどうなるのか。カヌーガイドラインにあるカヌーポート駅とカヌー

発着可能場の違いはどこにあるのか。河川敷内の発着可能場所は標識を立

てるなど危険防止策をとるべきと考えるがいかがか。また、町内の業者は

町と連携して運行していると思うが、町外の業者はカヌーポート駅以外で

利用されていると聞いている。実態はどうか。 

町 長 

 



№２ 

議

席 

氏

名 
件   名 質  問  内  容 

答弁を求

め る 者 
答弁内容 

８ 

番 

 

深

見 

 

迪 

１．サルボ・サル

ルン展望台の史跡

を中心とした説明

看板の設置を 

・今年の４月サルボ・サルルン展望台改修工事が無事終わり、連日観光客が

上って楽しんでいる。本町にとっても貴重な観光施設と考えるが、改修を

終えての町長の所見を聞くと同時に今後の課題等があれば聞きたい。 

・わたしも４月と11月に上ってみたが、いくつか気になるところがあるので

質問し町長の所見を聞きたい。 

・ひとつは、貴重な史跡について、改修前は説明看板があったが今はなくな

っていた。例えばチャシ跡などは、わかりやすく大きな説明看板があった

し、縄文住居史跡についても説明看板があった。ぜひ設置してほしいと考

えるがどうか。 

・さらに、貴重な原生林や草木などの説明も必要と考えるがどうか。 

・また、４月に上った時は、サルボ展望台に行く階段の下がぬかるんで大変

だった。所々ビリ砂利が敷いてあったが、観光客の安全も考えて全面的に

敷くべきと考えるがどうか。 

・展望台入り口に駐車禁止の看板が設置されているが、駐車していることが

ある。看板を大きくしてはどうか。また、入り口等の看板も小さいと思う

が大きくしてはどうか。 

町 長  

２．介護内容の後

退が行われないよ

うな計画を 

・令和４年９月に開催された社会保障審議会・介護保険部会では、要介護

１、２の高齢者に対する訪問介護と通所介護を市町村の総合事業へ移す案

が出た。要介護度は、介護が必要な段階によって非該当、要支援１～２、

要介護１～５の８段階に分けられているが、要介護１とは、食事などは自

分で出来るが、歩くときや、トイレや入浴など身の回りのことで一部手助

けが必要な状態で、要介護２とは食事、トイレ、入浴など日常生活の多く

の面で介助が必要な状態になると認定される。また、要介護２では、立ち

上がること、歩くことなどの身体能力が低下しているため、利用者が動く

ときに支えをする必要があり、理解力や思考力が低下している状態にもな

っている。要介護１、２を事実上介護サービスから外し市町村の総合事業

へ移す案について町長の所見を聞く。 

・もしこの案が通ったら、本町では今まで行ってきた介護サービスが大きく

後退すると考えるがどうか。また、本町の総合事業については再三質問に

対してそのような体制はとれないと答弁していたが、この点についても所

見を聞く。さらに、要介護１、２の介護サービスがすべて介護制度本体か 

町 長  



№３ 

議

席 

氏

名 
件   名 質  問  内  容 

答弁を求

め る 者 
答弁内容 

８ 

番 

 

深

見 

 

迪 

 ら切り離されて、介護事業所の予防事業となると小規模の介護事業所

の経営は成り立たなくなると考えるがどうか。  

・ケアマネジメントの利用者負担導入（ケアプラン作成の有料化）につ

いても提案審議されているが、実施されれば介護サービスを必要とさ

れている人の負担が一層重くなると考えるがどうか。本町においては

このような負担増については、利用者の負担にしないようにすべきと

考えるがどうか。  

・介護保険料の自己負担額を、現行原則１割から２割負担にする案も出

ているが、これでは介護を必要とする利用者が、介護利用を控え、一

層介護度を上げ自立した生活ができなくなると思うが、町長の所見を

聞く。  

・施設や介護事業所等でのコロナ対策と実情はどうなっているか。  

・介護保険料は制度ができてから 22年になるが、第８期で国の平均で

2.1倍になっている。これに対し年金は 20年間下がり続けている。９

期をむかえるにあたってこれに対する施策など考えはあるか。  

町 長  

11

番 

鴻

池 

智

子 

１．救急救命率の向

上と対象者への配慮

を 
 

・現在、町の公共施設にあるＡＥＤは屋内にあると思います。それは閉館時

には使用出来ないということだと思います。救急救命率の向上を図るため

に屋外への設置も必要と考えます。又、ＡＥＤを用いる場合、対象者が女

性であることで使用をためらうケースもあるとのこと。疾病者の胸部を覆

うために三角巾を収納ボックス内へ配備することを考えるべきではない

か。プライバシーに配慮しつつ迅速な救命活動に継げるために必要と思

う。関連して衛生用品も一緒に配備との声もあるが町としての考えを伺う。 

町 長  

２．町民の外出への

足の確保を 

 

・新型コロナ感染症拡大に伴い、町で行っていたデマンドタクシーの利用が

中止しています。町民の中には買い物を含め外出する機会が減少したと口

にする方が多くなってきています。特に高齢者の方々は買い物に行けな

く、宅配を使うことが多くなったとの事。今は外出制限も緩和されてきて

います。町としてデマンドタクシーの再開に向けてどのように考えている

かを伺う。 

町 長  



№４ 

議

席 

氏

名 
件   名 質  問  内  容 

答弁を求

め る 者 
答弁内容 

１

番 

 

渡

邊

定

之 

 

１．給食費無料化

の実施時期はいつ

からか  

令和４年10月２日執行の町長選挙では、両候補が「給食費の無料化」を公

約に掲げた。当選を果たした佐藤町長は、選挙前の第３回定例会で給食費

無料化早期実施について質問に対して、釧路管内の市町村状況にも触れ、

給食費無料化の実施については、財源等の財政面の課題が発生するが、管

内では、過半数の自治体が実施していることを踏まえ、前向きに検討すべ

き課題と認識しているところであると答弁した。 

・現在コロナの影響などがあり物価高騰等で家計が大変な状況にある中、給

食費無料化は、一日も早く実施すべきと考えるがその時期はいつか、町長

の所見を聞く。 

・財源等の財政面での課題も発生するが、どのように財源を考えているか。

また、無料化にするとどの程度の支出を必要とするか。 

・標茶高校にも給食を提供しているが、標茶高校の存在は、その貢献におい

ても本町にとって大変重要であると考えている。管内の他の町でも高校の

給食費無料化を実施しているところもあるが、本町も高校の給食費無料化

を実施してはどうか。 

町 長  

２．酪農危機を打

開する施策を 

本町の基幹産業である酪農を含めて国産食料生産現場は、今最大の危機を

迎えている。第３回定例会でも同様の質問をしたが、生産現場ではますま

す深刻な状況になってきているので再度質問し、建設的な町長の所見を聞

きたい。 

・①生産資材の暴騰（肥料２倍、飼料２倍、燃料３割高など）②農産物の販

売価格は低迷（生産コストが暴騰しても価格転嫁ができない）③副産物収

入の激減（乳雄子牛価格の暴落）④大量の乳製品の輸入などが生産現場を

直撃している。このような深刻な状況の中で、本町では搾乳をやめたとい

う農家もあると聞いたが、農家の深刻な経営実態についてどのように実態を

把握しているか。また、酪農の危機は、そのまま本町の地域全体の埋没の

危機となると考えるが、その影響について聞く。 

・今年の11月１日のＮＨＫでは、酪農の危機について報道していたが、その

中で、「国は2014年、生乳の生産基盤を強化するため、施設整備費や機械

導入費を最大で半額補助する『畜産クラスター事業』を開始しました。さ 

町 長  



№５ 

議

席 

氏

名 
件   名 質  問  内  容 

答弁を求

め る 者 
答弁内容 

１

番 

 

渡

邊

定

之 

 らに2018年には、当時730万トン足らずだった生乳生産量を10年後までに

780万トンに増やすという目標を掲げました。」として「国が呼びかけた

「増産」が農家をさらに追い詰める」と報道している。報道にあるクラス

ター事業は現在ストップしていると聞いている。このことから町は関係団

体ともよく協議し、低投入型経営や牧草を主食とした酪農経営など、時間

をかけてもいまの酪農経営の在り方を再検討する必要があるのではないか。 

また、乳業メーカーや国に対し、この危機に際し離農するようなことがな

いよう、早急に働きかける必要があると考えるがどうか。 

 

以上の点について、町としても積極的に行動すべきと考えるが、当面どの

ようなことを考えているか。 

町 長  

２

番 

櫻

井

一

隆 

１．憩いの家かや沼

の開業及び排水計画

について伺う 

・建物が完成して１ヶ月が経過したが、来年の営業に向けて準備は予定通り

進んでいますか。既に11.6億円以上を投入し、建設したからには後戻りは

許されない。前に進むしかないと思う。標茶町民の財産として責任を持っ

て維持管理に努めなければならない。現状を鑑みると、まさに「仏作って

魂入れず」である。そのようにならないために町は議会と町民に現状をあ

りのままに説明をして、理解と協力をしていただくよう努力する必要があ

ると思う。以下質問をする。 

 （１）施設の排水はどの様な計画になりますか。地権者との折衝の結果は

どうなったか伺う。 

 （２）シラルトロ湖の水質調査を環境コンサルタント会社に依頼をし、

実施したと思いますが、シラルトロ湖も温泉水を排水する選択肢

の一つとして考えているのか伺う。 

 （３）施設が完成して１ヶ月が経ちました。維持管理費はいくらになった 

か伺う。 

 （４）運営団体である永寿優企画から、４社のうち２社が辞退するとの話

があったと思うが間違いないか。辞退の理由は何か伺う。 

 （５）町長は今でも来年６月に営業を開始できると思っていますか。さら

に伸びるのではないか。具体的に説明をされたい。 

 

町 長  



№６ 

議

席 

氏

名 
件   名 質  問  内  容 

答弁を求

め る 者 
答弁内容 

２

番 

櫻

井

一

隆 

２．クリーンセン

ターについて問い

たい 

（１）施設内にある町のパッカー車は30年経ち、老朽化が進み傷んでい

る。来年度に予算化して更新してはどうか。 

（２）同施設内に設置されているペットボトルと空き缶の圧縮機が老朽化 

   し、部品も不足、もしくは生産中止となっている。早急に更新をす 

べきではないか。 

 （３）グラスウールや石膏ボード等の建築廃材がバックに入ったまま放置 

されている。町の責任において速やかに撤去処分することを望む。 

町 長  

３．水道基本料金

の年度内無料化を

すべきではないか 

・10月の全国消費者物価指数は前年同月比で103.4％の上昇となり、道内にお

いては全国最高の104.4％となっている。町も以前は各家庭に生活支援策と

して食品応援チケットを配布しているが、これから本格的に冬を迎える当

町は、生活物資高騰のあおりは避けがたい。少しでも負担を軽減する意味

を込めて、目に見える形で全世帯を対象に「上水道、簡易水道」の基本料

金を年度内だけでも無料化してはどうか伺う。 

町 長  

６

番 

鈴

木

裕

美 

１．やすらぎ園の充

実に早急に取り組む

べき 

・２期目がスタートした町長は選挙戦で数多くの公約を訴えられました。重

点政策５点の中の一つ、安全安心な暮らしを守るためやすらぎ園の今後の

あり方を検討し推進すると掲げています。また、町政執行方針でも多くの

課題に取り組むことを明らかにしておりますが、最優先課題として取り組

む事業は何を考えているか伺います。本町の高齢化率、やすらぎ園の待機

者、そして職員不足を考えたとき、やすらぎ園の充実について早急に取り

組むべきと考えるがいかがか伺う。 

町 長  

２．茅沼地区観光宿

泊施設について 

・町民が早期再開を求めてきた温泉宿泊施設「憩の家かや沼」は大きく様が

わりをし、富裕層を対象にしたと思われる施設に改修されました。完成も

近いことから町民の関心も高まっているが、開業予定が遅れる見込みであ

り、また、先の全員協議会の説明でも明らかでない点があるので次の点について伺う。 

１．指定管理を受けた団体の法人化はいつになるのか。 

２．町民の利用料を示すのはいつになるのか。 

３．宿泊施設内の備品購入は町内業者にするべきではないか。 

４．施設の名称について、なぜ「憩の家かや沼」を変えるのか。 

５．町内施設での営利目的使用として使用料徴収の対象とならないか。

６．温泉排水については、環境の状況からも従来の方法が最善と考えるがいかがか。 

町 長  



 


